３０年前の酒田大火時の記憶
jsaito（nekonamazu）
【酒田大火の年】30年前の10月29日といえば、僕は東京の会社(東京タワーの子会社・)でコンピュータの仕事をしていた。
その日は夜勤で、新宿住友ビルの十何階かにあるマシン室にいて作業中だったように思う。
豪火な、それはまさに悪夢の如くに町を舐め尽した。
まさか新井田川の畔まで焼け野原にしてしまおうとは。
【記憶】それくらいしか記憶にないが、いつまでも覚えて居る。
【30年】30年も経ったのか！
あの時みんなは、各々何してた時期なのか、Tomy得意のアンケートって手もあるね。
結構記憶にあるかもね。
TOMY

あれから３０年！？どうりでトシをとるわけだ～。（笑） 
座間にあった自宅のテレビを見て知りました。 
駅の方まで焼けたと報道されていました。 
実家はなくなったと思いました。
SAY
私は夫の会社の人が、逐一連絡を入れてくれて、我が家は無事と確認されていた。しかし、いつ風向きが変わらないとも限らず、心配でコタツに入りながら、ＴＶにかじりついていた覚えあり。（コタツをしてたんだっけか？？？） 
次の日、電話が通じて。 
母は、皆が心配して寝ろ寝ろといったので寝て、起きたら大変なことになっていたと。 
その後、火元から近かったせいで、マスコミ関係のお客が多く来たとも言っていた。
コバシン
当時私は東京湾で海底ガスパイプラインの敷設船に乗っていた。酒田が火事だと船長が教えてくれたので夜１１時頃家に電話をしたが通じなかったし火元が家からもかなり離れていたのでそのまま寝てしまった。翌朝３時頃「酒田がまだ燃えてるぞ」と船長に起こされた。あわててニュースを聞いたら「グリーンハウスから新井田川まで消失した」と伝えていたので我が家も焼けたに違いないとあきらめた。 
８時過ぎに本社から船に「小林の実家が全焼したけど家族は無事だ」と言う連絡が入った。とりあえず酒田に帰らなきゃと思い通船を手配してもらって千葉県の袖ヶ浦に上陸し酒田に帰った。乗船中でお金が無かったが敷設船の協力会社の人たちがお金を出し合って持たせてくれたので大変ありがたかった記憶がある。 
翌朝酒田に着き家を探したが一面焼け野原で最初は何処に自分の家があったのか分からなかった。その後どうしたかはあまりよく覚えていないが市民会館に災害援助物資をもらいに行ったような気がする。 
当時同じ町内だった人たちはそれぞれ別のところに復興住宅を建てたので今ではバラバラになってしまい付き合いも無くなってしまった。
卒業アルバムも焼けてしまったので持っていない。MLに時々載せてくれるので懐かしく見ている。
良馬
私はあの頃、カナダの国境に近い北ダコタ州に住んでいて、7時のニュースだったかで、北日本で大火事があった、との映像を観ていた。火の見櫓と山新ビルに見覚えがあったので、もしやと思い、実家に電話したけど通じなかった。テレビ局に問い合わせ、Sakataと確認した。電話が通じたのは数日後だったような。家族の安否を知るまで気が落ち着かなかった。母の実家は全焼したが家族全員無事、我家は被害無しだった。
十四代

私もそのときは余目におりましたので記憶にあります。
当時「YBC６時です」と言うＴＶ番組があって、古池常泰アナが番組の冒頭「酒田で火災が発生したもようです。」の第一声があり、番組が進んでも延焼中のアナウンスが続いたので、黙っていられなくなって新堀まで行ったら、対岸から猛火がハッキリ見えました。
晩酌中だったので、運転手付きでした。市内まで乗り込みましたが、なすすべもなく呆然と立ちつくすだけでした。

庸

　わたしはテレビでその一報を知ったと思いますが、あれが大惨事になるとは。新井田川でしたか、酒東前の川が、防波堤になった。風向きが途中から変わったなど、いろいろありました。
　火元がグリーンハウスと聞き、愕然でした。あの通り、うーんと、本町通りでしたか、すぐ近くに「卓球場」があったと思います。そこで、婚約旅行で妻と卓球してました。遥か昔です。でも、数えると、34.5年前になりますか。

